
一
県
一
医
科
大
学
を
目
標
に
し
て
新
設
さ
れ
て
き
た
医
科
大
学

は
、
八
○
校
に
し
て
終
止
符
を
打
っ
た
。
地
域
社
会
の
医
療
需
要
が

昂
ま
る
の
で
、
当
然
医
師
の
養
成
を
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
医
療
の
動
向
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
適
正
な
医
師
数
を
予
測
し
た
上
で
養
成
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

忽
ち
医
師
過
剰
時
代
が
招
来
さ
れ
る
と
す
る
危
倶
を
生
ず
る
こ
と
に

な
る
。由

来
、
わ
が
国
の
医
学
校
ブ
ー
ム
は
明
治
初
年
か
ら
三
回
お
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
前
の
ブ
ー
ム
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
際
し
て
軍
医
要

員
を
拡
充
す
る
た
め
に
医
学
校
を
増
設
し
た
も
の
で
、
七
四
校
に
達

し
て
い
る
。
、
第
一
回
の
ブ
ー
ム
は
明
治
九
年
の
九
校
か
ら
十
二
年
ま

で
の
三
年
間
に
四
八
校
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
医
学
校
の
構

成
は
大
学
一
、
官
立
医
学
校
一
、
公
立
医
学
校
二
一
、
私
立
医
学
校

明
治
時
代
の
公
立
医
学
校

廃
止
の
顛
末
そ
の
一

西

川

槙
八

二
五
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
私
立
医
学
校
は
開
設
者
が
私
物
視

し
て
存
廃
を
決
め
て
い
た
ご
と
く
、
五
年
後
の
明
治
一
七
年
に
は
僅

か
に
二
校
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
を
支
え
る
公
立
医
学
校

は
明
治
一
三
年
に
は
三
○
校
に
増
え
て
い
る
。
し
か
し
明
治
一
二
年

の
埼
玉
県
医
学
校
の
廃
止
に
始
ま
り
、
二
一
年
に
は
三
校
を
残
す
の

み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
医
師
と
い
う
ヘ
ル
ス
マ
ン
パ
ワ
ー

の
養
成
に
確
乎
と
し
た
一
貫
性
を
も
つ
政
策
が
立
っ
て
い
な
い
た
め

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
当
時
の
公
立
医
学
校
廃
止
の
経
緯

を
明
ら
か
に
し
て
、
今
回
の
医
学
校
ブ
ー
ム
を
収
拾
す
る
際
の
参
考

に
供
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
関
東
地
方
の
三
校
に
つ

き
報
告
す
る
。

埼
玉
県
立
医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一

月
の
こ
と
で
、
時
の
県
知
事
が
県
民
の
保
健
医
療
向
上
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
則
生
と
変
則
生
と
が
入
学
し
て
い

る
が
、
開
校
当
時
正
則
生
が
二
八
名
、
変
則
生
が
三
六
名
採
用
さ
れ

て
い
る
。
修
業
年
限
は
変
則
生
が
三
年
で
、
正
則
生
は
四
年
以
上
と

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
十
二
年
に
は
変
則
生
は
修
業
年
限

を
終
え
て
卒
業
し
て
い
る
も
の
が
三
二
名
に
達
し
て
い
る
。
埼
玉
県

立
医
学
校
廃
止
は
明
治
一
二
年
八
月
に
県
知
事
か
ら
学
校
当
局
に
通
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知
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
直
接
の
理
由
は
、
同
年
五
月
に
提
出
さ
れ

た
臨
床
医
学
教
育
の
拡
充
を
期
す
る
た
め
増
改
築
費
五
九
八
円
六
二

銭
五
厘
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
本
年
に
埼
玉
県
の
第
一
回
議
会
が
召

集
さ
れ
、
七
月
一
六
日
に
医
学
校
の
予
算
審
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

こ
で
非
常
に
高
額
の
費
用
が
医
師
養
成
に
使
わ
れ
る
が
、
医
学
校
の

所
在
地
は
県
南
に
偏
っ
て
お
り
北
部
の
住
民
に
は
利
用
で
き
な
い
。

そ
れ
よ
り
神
奈
川
県
や
茨
城
県
な
ど
の
ご
と
く
東
京
大
学
医
学
部
に

依
頼
し
て
（
別
課
生
と
し
て
）
教
育
し
て
も
ら
う
方
が
よ
い
と
い
う
意

見
が
県
北
の
群
馬
県
に
医
学
校
を
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
区
の
議
員

か
ら
出
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
埼
玉
県
立
医
学
校
の
場
合

に
は
、
県
財
政
の
健
全
化
を
表
面
の
理
由
と
し
て
、
政
治
的
確
執
の

犠
牲
と
な
っ
て
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
群
馬
県
医
学
校
の
顛
末
を
調
べ
る
と
、
明
治
九
年
五
月
、
未

だ
熊
谷
県
が
存
在
し
た
頃
、
県
令
揖
取
素
彦
は
医
療
の
水
準
向
上
を

図
り
、
衛
生
所
（
局
）
を
発
展
さ
せ
て
西
洋
医
術
の
良
医
を
養
成
す

る
こ
と
を
企
図
し
、
「
衛
生
所
医
学
校
」
を
創
設
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
を
熊
谷
県
医
学
校
と
名
づ
け
て
文
部
省
に
開
業
伺
を
提
出
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
年
八
月
に
熊
谷
県
が
廃
さ
れ
て
群
馬
県
と
な
り
、
県
庁

は
前
橋
に
移
さ
れ
た
の
で
、
医
学
校
も
前
橋
の
横
山
町
に
移
さ
れ
、

校
名
も
群
馬
県
医
学
校
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
修
業
年
限
は
六

ヶ
月
を
一
期
と
し
て
六
期
す
な
わ
ち
三
年
を
定
期
と
し
て
い
る
の

で
、
訳
書
を
以
て
教
育
す
る
変
則
生
に
当
る
学
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ

後
明
治
一
二
年
一
二
月
に
は
校
則
、
教
則
が
改
定
さ
れ
、
四
年
制
に

発
展
し
て
い
る
。
し
か
し
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
三
月
の
県
議
会

に
お
い
て
、
費
用
多
額
の
た
め
と
応
募
者
が
少
な
い
た
め
に
、
「
医

学
校
費
」
は
全
廃
さ
れ
て
、
創
立
以
来
僅
か
五
年
で
廃
止
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
東
京
大
学
医
学
部
の
別
課
生
と
し
て
三
○
名
を
入

学
さ
せ
た
。
こ
の
間
全
科
卒
業
の
生
徒
は
二
○
名
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

栃
木
県
医
学
校
は
明
治
九
年
九
月
に
栃
木
町
に
栃
木
病
院
附
属
医

学
所
と
し
て
発
足
し
た
。
明
治
二
年
四
月
に
は
栃
木
医
学
校
、
翌

一
二
年
一
○
月
栃
木
県
医
学
校
と
改
称
し
た
。
こ
の
校
長
は
大
家
森

重
か
ら
三
浦
省
軒
（
東
大
医
学
部
内
科
教
授
三
浦
謹
之
助
の
兄
）
に
代
っ

た
が
、
一
三
年
六
月
満
期
と
な
り
、
長
谷
川
順
次
郎
（
済
生
学
舎
の

創
立
者
で
後
の
衛
生
局
長
長
谷
川
泰
の
弟
）
が
校
長
心
得
と
な
り
、
つ
い

で
校
長
に
嘱
任
さ
れ
た
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
火
災
に
あ
っ
て

校
舎
は
焼
失
し
て
し
ま
い
、
県
会
で
費
用
の
支
出
が
拒
絶
さ
れ
て
六

月
廃
止
と
な
っ
た
。
（
日
本
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）
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